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　リフォーマー

　　2CH4＋ CO2＋O2→ 3CO＋ 3H2＋H2O↓ ……(5)

　DME合成

　　3CO＋ 3H2→ CH3OCH3(DME)＋ CO3 ……(6)

　プロセス全体

　　2CH4＋ O2→DME＋H2O↓ ……(7)

4.2　運転研究実施概要

　大型ベンチプラントの運転研究は，大型プラント長時間

安定運転による高性能DME新合成プロセス技術の確立，

プロセススケールアップ詳細データの取得，DMEの大量

製造などを目的として1999年9月～2000年12月まで実施

された。この間連続プラント運転を計6回（Run. 100～600）

実施した。これらの運転時期，運転時間などをまとめて

Table 1に示す。

(7) DMEスラリー床反応器のスケールアップデータの取得

などである。

4.3.2　プラントの物質収支と製品選択率

　代表的なプラントの物質収支データとしてDMEを 5.7

トン／日製造したときの使用原料，製品量をTable 2に示
す。LPガスを原料，CO2，スチームを副原料として純酸素

による部分酸化でH2
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可能である。なお，Table 3中のDME製品選択率とはCO2
を除いたDMEとメタノール中のDMEとしての炭素選択

率を示している。

4.3.3　合成ガス総合転化率

　DME合成原料ガスは反応器ワンスルー当たり40～50％

程度反応転化する(ワンスルー反応率は運転条件により幅

を持つ)。反応器から流出する未反応の原料ガスは，プロ

セスフロー図に示すように，リサイクルコンプレッサーを
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8/10 から 5/10 に変更して，一次空気を減少させた結果，

Photo 2(c)に示したように良好な燃焼状態が得られた。ま
たガス圧力を1.0および3.3 kPaに変更したが，燃焼状態に

大きな差違は認められなかった。

　ガス燃焼器具の適合性に関する JIS 燃焼試験(J IS  S

2093)を実施した結果，無風状態試験および過大鍋使用状

態試験のすべての項目に適合し，合格判定となった

(Table 4)。また，


